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アゾポリマー薄膜に円偏光光渦[1]を照射すると,波面の構造を反映したキラルな表面レ

リーフが形成されることが明らかとなった[2]。また、アゾポリマー薄膜状に形成された格

子状のレリーフがコロナ放電による脱 Na
+によってガラスに転写できる、という実験結果も

報告されている[3]。本講演では、コロナ放電による脱 Na
+によってキラル表面レリーフをガ

ラスに転写できることを実験的に検証したので報告する。 

コロナ放電には、針-平板電極を用い、直流電源で針に正の電圧を印加させた。その後、

ガラスに転写されたレリーフを増強するために、水酸化カリウム溶液を用いてエッチング

処理を施した。 

図 1(a)は光渦誘起表面レリーフの AFM 画像である。図 1(b), (c)はコロナ放電後のガラス

上の AFM 画像である。ガラスに螺旋構造のレリーフが転写されていることが確認できる。

レリーフの高さは～200nm、直径 5µm であった。 

 

図 1 AFM 画像 (a)コロナ放電前 (b)コロナ放電のみ (c)コロナ放電後エッチング 
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